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2 Ea－10 高脂肪食飼育ラットの脂質代謝におよぽすフォルスコリンの影響

名古屋女大家政　　○辻原命子　　　谷由美子

食　　物

　目的　フォルスコリンは，古釆より生薬として利用されていたが，最近その機構がアデ
ニル酸シクラーゼの活性允進によるCAHPの増加に起因していることが明らかとなった。

そこでその脂質代謝におよぽす影響を検討するとともに食欲抑制剤として市販されている
マジンドールの効果と比較した。
　方法　8週齢Wistar雄ラットを用い，対照群（CSI）.フォルスコリン群（FC群〉お

よびフォルスコリン経口投与群（lOmg／匹／日・F群）.マジンドール対照群（MC詳>

およびマジンドール腹腔内注射SI （300)jg/匹／日・M群〉の5 SIに分け各群6匹ずつとし

コーンスターチ48.カゼイン24,ラード2 1 .セルロース2,ミネラル混合4,ビタ

ミン混合１の配合比の高脂肪食を投与して3 週間飼育し，最後の１週間にF群とM群に薬

剤を投与した。FC群はFBIと, MCSIはM群とPair feedingした。飼育終了後，一夜絶

食させ解剖採血し，血清尿素窒素。コレステロール（T-chol. HDL-chol〉中性脂肪（TG〉

グルコース. TBA価，遊m脂肪酸（NEFA) .肝組織の総脂質（TL) ,コレステロール

(T-chol〉. TGおよびTBA価を測定した。

　結果　薬剤投与１週間の平均飼料摂取量，体重増加率.体脂肪率はいずれもC群に比べ

てF群。M群で低下した。F群はFC群に比して，血清尿素窒素．HDL－cho I .

NEFAは上昇，グルコースとＴＧは低下，肝臓のTL，T－c hoi. TGはC群. FC群

より低下し，減食の影響でなくフォルスコリンの脂質代謝への特異的作用が推測された。

M群はMC群と差が認められたのは血清尿素窒素とHDL-cholとＴＢＡ価であった。
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５月22日（日）Ｅ 午後2 :00～5 :00

カルシウム、ラクチュロースが高血圧自然発症ラット（S II R）の血

圧に及ぼす彫響

森永乳業（株) ○飯山百合子　五十嵐稔　加藤良　富川守

（目的）カルシウムの摂取がS H Rに対して血圧上昇の抑制効果があることが知られてい

る。雄性S H Rを用い炭酸カルシウム、乳清カルシウム及び乳消カルシウムとビフィズス

菌の増殖囚子として知られているラクチュロースを投与した効果について検討した。

（方法）6週令の雄性S H R 2 0 匹を①試験食I （0｡2XCa）群･、②試験食皿（2.0!KCa）群、

③試験食Ⅲ（2.0XCa）群及び④試験食Ⅲ（2.0X08）にラクチュロースを3％添加した４群

に分け1 4 週間飼育した。①、②群はカルシウム源として炭酸カルシウム、③、④群はカ

ルシ｡ウム源として乳清カルシウムを使用した。なお、各群とも飼料中のナトリウム渡度が

1%となるよう食塩を添加した。飼育期間中毎週月曜日に尾動脈血圧及び心拍数を血圧・

心拍数測定装置により謝定した。また試験食に切り替える前日、試験食開始後2 0日目及

び同3 8 日目の糞便を採取しビフィズス菌数の測定を行った。飼育期間終了後解剖し採血

す｡ると共に盲腸内容物の有機酸量を測定した。

　（結果）12週令より高カルシウム食を投与した(D③(3)群には①群に比べ有意に血圧の上

昇の抑制効果が見られた。また乳清カルシウムを与えた③群の血圧上昇の抑制効果は炭酸

カルシウムを与えた②群より大きく、ラクチュロースを投与した④群はさらに大きくなる

傾向が見られた。糞便中のビフィズス菌数及び盲腸内容物の有機酸量は①群に対して④群

に顕著な増加をみた。これ｡μラクチュロースによりビフィズス菌の増殖が促進され盲腸内

容物の有機酸が増加したためである。これらの結果から血圧上昇の抑制効果にはカルシウ

ムとビフィズス菌の代謝産物である有機酸などが関与していることが示唆された。
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